
 資料２  

市町村教育委員会担当者の主な意見 

 

令和７年度「第２回大阪府部活動の在り方に関する研修会」分科会より 

 

● 地域展開における課題について 

内容 意  見 

課

題 

＜持続可能な財源の確保・収支構造の構築＞ 

・財源確保(予算要求)（９） 

 ・自走することができる受益者負担の調整（２） 

＜保護者・生徒の普及啓発・理解＞ 

・保護者の疑問や不安等に対する説明（保護者との合意形成）（３） 

・生徒への普及啓発、理解促進 

・地域展開にかかるニーズ等の調査や準備 

＜地域関係者の理解＞ 

・大学など地域人材との協力体制構築 

＜体制整備＞ 

・他部局との役割分担、庁内の方向性、コンセンサス、制度設計（10） 

・兼職兼業についての整理（６） 

 ・部活動の指導をしたい先生の対応（３） 

 ・地域クラブ活動と学校や先生との連携体制構築（３） 

・拠点校方式による合同部活動から地域展開するための受け皿の確保（３） 

・持続可能な組織や体制の在り方（２） 

・地域展開する部活動(モデルケース含む)の設定（２） 

 ・コーディネートする団体の必要性 

・地域クラブ活動の種目等の偏り 

 ・学校施設の管理や備品の使用 

＜指導者の量と質の確保＞ 

 ・指導者の確保や人材の発掘方法（７） 

 ・平時夕方に指導可能な指導者の確保 

＜移動手段の確保＞ 

 ・交通手段の確保（３） 

＜大会運営体制＞ 

 ・大会参加の基準や中体連主催大会の行方(存続)、大会や組織運営（２） 

・(地域クラブでの)中体連主催大会への参加の在り方 

＜学校と地域クラブ活動の運営団体・実施主体との役割分担や責任の所在＞ 

 ・トラブルへの対応 

＜その他＞ 

・方向性が未定（２） 

・平日夜間の実施 

・地域展開における国庫補助事業は認定地域クラブが前提となっていること 

・現在の方針では補助の対象にならない施策になっていることへの不安 

 ・国のガイドラインと市の状況とのすりあわせ 

・障害等のある生徒の活動保障 

※（ ）内の数字は同意見の数 


